１００.ギーガのトリセツ
１．指導対象

　　小学校・中学校・高等学校・保護者
２．教科・科目

　　ホームルーム，総合的学習，生活，技術家庭，情報
　　キーワード【端末，故障，破損，持ち帰り，取り扱い，タブレット】
３．指導意図
　１人１台時代を迎えて，家庭に持ち帰る端末の物理的な取り扱いについての留意点をまとめる。
　破損事故の事例をあらかじめ知ることにより，物品を大切に取り扱う具体的な方法を知る。
４．指導目標

　配布されたギガスクール端末の取り扱いについて，「壊さないように大切に扱う」ために，具体的にどのような場面で破損事故が発生しているかを知る。

（あらすじ）
　擬人化したモバイルPC端末「ギーガ」ちゃんを主人公として，どういう場面で壊れてしまうのかをオムニバス形式で例示している。

※高校生は弟や妹に指導することを想定して、教材を俯瞰して情報セキュリティなどへの発展を考える学習を展開することも考えられる。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
○ギガスクール端末を配布するにあたって、大切な端末をうっかり壊さないために注意点をまとめたアニメを見てみよう。
　アニメ約03分20秒（ストーリー部分）

	○ギガスクール端末を持ち運んだり家に持ち帰るときに、大切に扱ってもらいたいということを強調する。どのように扱うのかを、トラブル事例を反面教師として役立てることを指導する。
　アニメはストーリー(00:00～03:20)と解説（03:20～04:10）で構成される。開設画面の手前で止めて、児童生徒に議論させる。

	（2） 展開

ギガ端末のギーガちゃんが傷だらけになった場面にはどんなものがあったか、振り返る。

　①落とさない
　②投げない
　③重いものを載せない（踏まない）
　④蓋の間に物を挟まない
　⑤濡らさない
　（濡れたまま電源を入れない）
　⑥高熱をかけない
　⑦画面に穴をあけない（傷つけない）

　⑧埃の多い場所に放置しない
　⑨盗まれない

	○ストーリーで例示された以外にも、端末が壊れる要因になる状況が考えられれば発表させる。
　　高電圧（落雷時のサージ電流）
　　コネクター部分に物理的な変形
　　コネクター部分の汚れ
　　キーボードに飲み物をこぼす　など
〇各状況を防止するために気を付けることも議論する。
○本授業の主題にあたる発問なので、時間をかけて考えさせる。必要に応じてグループ内で意見交換をさせる。


	（3） まとめ

○本事例の、「学習課題」及び「ポインは
ココ」を視聴する。
	○「ポイントはココ」をもとに、壊れやすい端末を大切に扱うためのポイントを確認する。
○発熱、発煙など危険な場合に使用を中止し大人に知らせることなどを周知する。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法

　ギガ端末の取扱説明書（トリセツ）の内容を確認し、記載された取り扱い上の留意点をおおざっぱにでも把握しておくこと。
　リチウムイオン電池の製造不良や外部衝撃による短絡発火事故があることにも留意する。
　蓋のヒンジ部分の内部配線が摩擦で破損しショートした事例もある。
　万一の場合に、ケガをしないこと、（なるべく）重大な故障に至る前に軽微な変化を見つけたら報告確認させること。
　また、事故時に使える保険についても確認しておくこと（学校が加入する保険、児童生徒が加入する学生総合保険等、保護者が加入する自動車保険等の損害保険に付帯する損害賠償特約、日本スポーツ振興センター災害共済制度など）
７．指導資料

●ＧＩＧＡスクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な利活用等について（２文科初第１９６２号）
https://www.mext.go.jp/content/20210312-mxt_jogai01-000011649_002.pdf

●児童生徒の健康に留意してICTを活用するためのガイドブック（文部科学省 2018年）
●学校外における 1 人 1 台端末の安心・安全な活用に向けて（Google）
https://events.withgoogle.com/gfe-ict-guideline/
　


